
 

 

平成 30 年度第２回 静岡がんセンター医療安全監査委員会 結果概要 

 

１ 日 時   

  平成 31 年１月 18 日（金） 14 時 30 分～15 時 45 分 

２ 場 所   

  静岡県立静岡がんセンター管理棟４階カンファレンス５会議室 

３ 出席委員  

  ・委員長代行 鈴木東悟（薬剤師） 

・外部委員  小川良昭（小川・重光法律事務所） 

・外部委員  池田 修（静岡県駿東郡長泉町長） 

４ 静岡がんセンター出席者 

  ・病院長 高橋 満 

・病院長代理 上坂 克彦 

・副院長兼 RM･QC 室長 西村哲夫（医療安全管理責任者、院内 RM･QC 委員会委員長） 

・食道外科部長 兼 RM･QC 室長補佐 坪佐恭宏 

・医療安全管理監 兼 胃外科医長 谷澤 豊 

・医療安全管理監 中川麻美（医療安全管理者） 

・放射線･陽子線治療センター技師長 半村勝浩（医療機器安全管理責任者） 

・薬剤部副薬剤長 佐藤 哲 

・マネジメントセンター長 内田 昭宏 

・RM･QC 室 飯島久子(参与)、境 瑞穂(副看護師長)、小澤匡宏(専門主査) 

５ 議事次第  

・ 平成 30 年度第１回医療安全監査委員会結果への対応 

・ 静岡がんセンターにおける医療安全の現状 

（インシデント・アクシデント報告内容、医療事故調査委員会開催状況等） 

・ 病院機能評価及び医療監視の結果 

６ 監査結果・監査委員からの講評 

  【結果】 

・ 指摘すべき重大な事項はない。 

【その他 監査委員からの講評】 

・ 医療事故への初期対応として、患者家族に対して、より丁寧な説明を行うことが重要

である。 

・ 病院機能評価では「一般病院３」として新たなバージョンで受審され、特に医療安全

分野については求められることが多くなってきている。今後も５年後の動向を見据え、

随時対応されたい。 

  


